
  

正
殿
本
体
工
事
の

  

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　令
和
４
年
度
に
着
工
し
た
首
里
城
正
殿
本

体
工
事
は
、
令
和
５
年
度
に
正
殿
を
覆
う
素

屋
根
（
仮
設
）
を
設
置
し
、
９
月
に
本
体
の

現
地
組
立
て
（
軸
組
建
方
）
が
始
ま
り
同
年

12
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
（
令
和
６

年
３
月
末
時
点
）
は
主
に
屋
根
工
事
（
軒
先

等
）
を
進
め
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
屋
根

瓦
葺
き
、
内
外
部
の
木
工
事
、
漆
塗
り
等
の

工
事
へ
と
続
き
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
首
里

城
復
興
基
金
（
寄
付
金
）
を
活
用
し
た
調
達

物
に
つ
い
て
は
、
瓦
類
（
約
６
０
０
０
０
枚
）

や
各
種
彫
刻
類
等
が
納
入
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

令
和
８
年
正
殿
復
元
へ
向
け
て
順
調
に
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

特
別
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

  

開
催
に
つ
い
て

　令
和
６
年
２
月
23
日
〜
３
月
３
日
下
之
御

庭
に
お
い
て
特
別
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
正
殿
本
体
工
事
で
発
生
し
た
木
材
の
端

材
を
用
い
て
、
丸
太
ベ
ン
チ
の
や
す
り
掛
け

体
験
と
ヒ
ノ
キ
板
へ
の
弁
柄
塗
り
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
体
験
は
所
要
時
間
30
分
程
度

で
県
内
外
よ
り
幅
広
い
世
代
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
期
間
中
約
２
０
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
３
月
２
日
に
は
宮
大
工
の
伝
統
技
術

を
間
近
で
見
学
・
体
験
で
き
る
宮
大
工
体
験

会
（
予
約
制
）
を
実
施
し
、
約
１
８
０
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。（
令
和
５
年
９
月
９

〜
10
日
に
実
施
し
た
同
内
容
イ
ベ
ン
ト
の
第

２
弾
）

　令
和
６
年
度
は
正
殿
本
体
工
事
の
最
盛
期

を
迎
え
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く
正
殿

の
姿
は
今
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

「
見
せ
る
復
興
」
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

取
り
組
み
首
里
城
復
興
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

お
問
合
せ
先
　

　開
発
建
設
部
　建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０

正殿軸組建方開始 (R5.9.4)
※一本目柱の吊上げ状況

正殿軸組建方が完了 (R5.12.25)

正殿屋根の木工事の状況 (R6.3.28)
向拝柱 ( イヌマキ材 )の

刻苧 ( こくそ ) 詰め状況 (R6.2.26)
※木材のひび割れ等を埋める作業

寄付金を活用し沖縄県が調達・納入する箇所の１例

弁柄塗り体験かんな掛け体験 (宮大工体験 )
弁柄塗りの

作品

やすりがけ
体験

最盛期を迎える
首里城正殿本体工事

じ
く
ぐ
み
た
て
か
た

仕
事
の窓窓

開発建設部 No.13
仕
事
の窓窓

No.14開発建設部

仕
事
の窓窓

No.15運輸部

受
注
者
の
協
力
を
得
て
、
通
行
止
め
の
約
２

か
月
前
か
ら
現
場
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
案
内
す
る

な
ど
行
っ
た
た
め
、
無
事
に
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　歩
道
橋
の
設
置
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
な
道
路
の
横
断
に
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先
　

　南
部
国
道
事
務
所
　工
務
課

　☎
0
9
8 ‒ 

8
6
1 ‒ 

2
3
3
6
（
代
）

生
ま
れ
変
わ
っ
た

３
つ
の
横
断
歩
道
橋

　
　
　
　【浦
添
拡
幅
事
業
】

　浦
添
拡
幅
事
業
は
、
浦
添
市
城
間
か
ら
那

覇
市
安
謝
ま
で
の
渋
滞
緩
和
を
目
的
と
し
た

事
業
で
、
基
地
返
還
跡
地
を
有
効
利
用
し
国

道
を
６
車
線
か
ら
８
車
線
に
拡
幅
し
て
い
ま

す
。
道
路
の
拡
幅
に
あ
た
り
、
令
和
３
年
に
、

長
年
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
た
城
間
歩

道
橋
、
屋
冨
祖
歩
道
橋
、
宮
城
横
断
歩
道
橋

を
撤
去
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
３
月

に
８
車
線
を
跨
ぐ
長
さ
約
42
ｍ
の
歩
道
橋
が

完
成
し
ま
し
た
。

　現
地
で
歩
道
橋
を
架
け
る
に
は
、
国
道
58

号
の
全
面
通
行
止
め
の
作
業
と
な
る
た
め
、

事
前
に
関
係
機
関
や
地
元
関
係
者
と
の
協
議

を
踏
ま
え
、
屋
富
祖
歩
道
橋
は
令
和
５
年
12

月
11
日
、
城
間
歩
道
橋
は
令
和
６
年
１
月
15

日
、
宮
城
歩
道
橋
は
１
月
22
日
に
そ
れ
ぞ
れ

深
夜
２
時
か
ら

２
時
30
分
ま
で

全
面
通
行
止
め

を
行
い
、
架
設

作
業
を
完
了
し

ま
し
た
。

　通
行
止
め
の

周
知
は
、
記
者

発
表
に
加
え
、

続
き
旅
客
船
事
業
者
と
連
携
し
つ
つ
、
利
用

者
の
皆
様
に
安
心
し
て
ご
乗
船
い
た
だ
け
る

よ
う
、
旅
客
船
の
安
全
・
安
心
対
策
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
旅
客
船
の
総
合
的
な
安
全
・
安
心
対
策
〕

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/
m

aritim
e/m

aritim
e_tk3_

000086.htm
l

お
問
合
せ
先
　

　運
輸
部
　総
務
運
航
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
６

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
旅
客
船
に
よ
る

運
航
事
業
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
！

〜「
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を

　
　
　改
正
す
る
法
律
」説
明
会
を
開
催
〜

　今
回
の
法
改
正
は
、
令
和
４
年
４
月
に
発

生
し
た
知
床
遊
覧
船
事
故
を
契
機
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
同
時
に
約
20
年
間
大
き
な
改
正

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
海
上
運
送
法
に
つ
い

て
、
他
の
法
令
も
参
考
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行

う
な
ど
、
旅
客
の
海
上
輸
送
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　改
正
内
容
に
は
、
旅
客
名
簿
の
備
置
き
義

務
の
見
直
し
、
船
客
傷
害
賠
償
責
任
保
険
の

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
旅
客
不
定
期
航
路
事

業
の
許
可
更
新
制
の
導
入
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
令
和
６
年
４
月

１
日
以
降
、
順
次
適
用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
改

正
法
令
の
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
及
び
質
疑

応
答
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
旅

客
船
事
業
者
が
新
し
い
ル
ー
ル
に
円
滑
に
対

応
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
本
年
２
月
２
日
に
県
内
の
旅
客
船
事
業

者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　説
明
会
の
模
様
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
動
画
で
公
開
し
て
お
り
、
Q
＆
A

集
な
ど
も
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　沖
縄
総
合
事
務
局
と
し
ま
し
て
は
、
引
き

説明会会場の様子

屋富祖歩道橋架設後

屋富祖歩道橋架設作業の様子
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